
がん幹細胞研究を基盤とした 
分子標的がん医療を目指して 

金沢大学がん研究所 
がん幹細胞・分子標的がん医療研究開発センター 合同シンポジウム 
 

日時 平成20年11月26日戚  13：30～18：05
金沢大学医学部記念館 場所 

主催：金沢大学がん研究所　　後援：金沢大学十全医学会 

13：30－13：40 開会挨拶 佐藤　　博（金沢大学がん研究所　所長） 

休憩（20分） 

18：00－18：05 閉会挨拶 佐藤　　博（金沢大学がん研究所　所長） 

第一部　「がん幹細胞と微小環境による発がん」 
 座　長　　西村　栄美（金沢大学がん研究所） 

13：40－14：15 『正常および腫瘍組織における幹細胞制御システム』 
  金沢大学がん研究所　がん幹細胞研究センター　　平尾　　敦 

14：15－14：50 『WntとPGE2の相互作用による腫瘍細胞未分化性と発がん』 
  金沢大学がん研究所　がん幹細胞研究センター　　大島　正伸 

特別講演１ 
14：50－15：40 『がん幹細胞に基づくがん発生及び維持機構の解析』 
  慶應義塾大学医学部　先端医科学研究所　遺伝子制御部門　　佐谷　秀行 

第二部　「発がん分子機序と分子標的薬剤開発」 
 座　長　　鈴木　健之・矢野　聖二（金沢大学がん研究所） 

16：00－16：35 『HGF-MET系阻害に基づく創薬の意義とメカニズム』 
  金沢大学がん研究所　分子標的がん医療研究開発センター　　松本　邦夫 

16：35－17：10 『GSK3βと消化器がんの治療』 
  金沢大学がん研究所　分子標的がん医療研究開発センター　　源　　利成 

特別講演２ 
17：10－18：00 『TGF-βシグナルと上皮－間葉細胞分化転換』 
  東京大学大学院医学系研究科　分子病理学　　宮園　浩平 
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